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WELFARE  INFORMATION

思いやり　いつでもどこでも　誰にでも

　この運動は昭和22年から続いており、豊田市では今年も区長さんや組長さんのご協力をいただいて赤い羽根募
金と歳末助け合い募金を同時に募集させていただきます。 
　お寄せいただいた募金は、高齢者の福祉・児童の福祉・障がいのある方の福祉・地域の福祉のために使われます。 
　皆様のあたたかいご協力をよろしくお願いします。

豊田市社会福祉協議会の理念・経営方針
理　念

経営方針

 私たちは、地域住民と協働して社会福祉事業を進め、子供から高齢者まですべての人々がと
もに助け合い、安全で安心して暮らすことができるぬくもりのあるまちづくりをめざします。

⑴福祉関係者との連携を密にし、積極的に地域福祉を推進します。
⑵愛と思いやりをもって質の高い福祉サービスを提供します。
⑶住民（会員）の期待に応えられるよう提案型の事業経営を行います。

４ 平成25年10月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。

赤い羽根募金・歳末助け合い募金にご協力お願いします

ありがとうございます（平成25年４月1日～６月3０日までの寄付者一覧）この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。ありがとうございます（平成25年４月1日～６月3０日までの寄付者一覧）この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。
順不同、敬称略。掲載名は寄付者の意向に準拠。
≪市社会福祉協議会への寄付≫
　簗瀬国男、玉越、ジェイ･ピー、財団法人あすて花水木の会、豊田柴田工業松田一雄、タイマッサージはっとん、
岡本修司、丸一商店お客様一同、チャリティーひよこの会、セウチダンススクール、沙和花、豊田シルバー・レ
ク・フォークダンスの会、暮らしの手作り工房ちゃるま

≪豊田善意銀行への寄付≫
　永田歌謡教室、野見山住人、高年大学第三期文化工芸学科クラス会、丸和電子化学黄レンジャーサークル、すま
いる演歌同好会

≪東日本大震災義援金への協力≫
　青木自治区ふれあい花見の会、豊田市高年大学11期生、茶菓クラブ代表池田隆夫、丸普窯業原料有限会社、戸
田粋子、ふれんどしょっぷれいく、ナースリーハウス、東田自治区、豊田市介護サービス機関連絡協議会、大畑
小学校、トヨタ自動車株式会社HUREAI活動本部、岩瀬歌謡教室

＊ご協力は強制ではありませんが、募金活動の本旨にご理解を賜り、ご協力をお願いします。
＊ご協力いただいた募金の内、2,000円を超える（2,001円以上）寄付金は控除の対象となり、「領収書」により税制上の優遇措置
　（所得税の寄付金控除、個人住民税の寄付金控除）を受けることができます。（詳細は国税庁などにご確認ください）。
＊領収書をご希望の方は、事前に事務局までお問い合わせください。（事務局：34－1131）

H24年度の赤い羽根　街頭募金の様子

赤い羽根募金は誰でも参加できる《福祉参加の機会》です。

募集期間　10月１日～12月31日

平成24年度　赤い羽根共同募金実績

＜募金の使い道＞
●心配ごと相談事業
●福祉健康フェスティバル
　の開催
●ボランティア事業

●長寿祝事業
●消火具支給事業
●生活困窮世帯の支援　など

一般募金実績額…29,554,434円　歳末募金実績額…10,794,240円
ご協力ありがとうございました。

40,348,674円

地域ふれあいサロン活動展を開催します！地域ふれあいサロン活動展を開催します！
◆日　時　平成25年12月14日（土）午前９時30分～午後４時30分

12月15日（日）午前９時30分～午後３時00分
◆場　所　豊田市福祉センター  ４階　41・42会議室
ふれあいサロン参加者による作品や活動の様子の写真等の展示をします。
どなたでもご自由にご覧いただけます。お気軽にご来場ください。
各日、午後１時30分～２時30分の間で「ミニ講座」を開催予定です。
◆問合せ　地域福祉課　31－1294

＜地域ふれあいサロン（地域ふれあい通所事業）＞
住み慣れた地域で、住民が互いに支え合いながらいつまでも
健やかに、安心して暮らしていくことを目的としています。

相談事業（結婚相談、法律・心配ごと相談）のご紹介相談事業（結婚相談、法律・心配ごと相談）のご紹介

初婚・再婚を問わず、結婚相手を求めている方へ出会いの場を提供しています。
相談登録及び紹介は無料です。相談内容の秘密は厳守します。
・相談日時　毎週火・木・土曜日
　午前10時～午後４時（ただし、年末年始・祝日はお休みです）。
・問 合 せ　34－2515

○ 結婚相談

○ 法律・心配ごと相談

東日本大震災義援金実績（平成25年6月30日現在）金額：130,864,270円

日常の悩みや法律に関係する相談を行っています。

・相談費用は無料です。相談内容については秘密を厳守します。
・法律相談にあたっては、参考資料を持参してください。

相談日時

相 談 員

申 込 み

毎週火・金曜日、毎月第２土曜日
午後１時00分～午後４時00分
専門相談員・保護司・民生委員
相談日当日に来所または電話での相談可
直通電話31－9671
※相談日開所時のみ通話可

毎月第１・第４木曜日､第３土曜日
午後１時00分～午後４時00分
弁護士
予約制（電話34－1131）
定員１日：５名（先着順）
毎月20日以降に翌月分の申込み受付実施

法　　律　　相　　談心　配　ご　と　相　談



平成２４年度　事業報告および決算報告平成２４年度　事業報告および決算報告 地域福祉活動計画を策定します！地域福祉活動計画を策定します！

２ 平成25年10月 ３平成25年10月

【豊田市社会福祉協議会連絡先一覧】

収入 支出

●総務課　34－1131　●地域福祉課　31－1294　●地域福祉サービスセンター　32－4341　
●基幹包括支援センター　63－5279　●障がい者総合福祉会館　34－2940　●豊寿園　27－2200
●旭支所　68－3890　●足助支所　62－1857　●稲武支所　82－2068　
●小原支所　65－3350　●下山支所　90－4005 　●藤岡支所　76－3606

　豊田市社会福祉協議会では、誰もが、いつまでも、安心して、自分らしく暮らせる地域社会を目指し、
市民のみなさんや関係機関・団体と連携・協働しながら福祉活動を進めるために地域福祉活動計画を策
定します。
　この地域福祉活動計画は、豊田市が策定する「地域福祉計画（行政計画）」と一体的に検討されていく民
間計画であり、市民の皆さんが主体的に地域で進めていく取り組み・活動についてまとめるものです。
　去る７月１日に「第１回地域福祉活動計画策定委員会」が開催され、策定委員となっていただいた委員
15名に対し委嘱状を伝達しました。

　なお、会議において、委員長には上野谷加代子氏
（同志社大学教授）、副委員長には古川利孝氏（豊田
市区長会理事）が選任されました。
　この計画は平成25・26年度の２年間で策定し
ます。
　市民の皆さまには、今後「住民アンケート」や「地
域懇談会」などの機会を通じて、意見をいただきた
いと考えています。
問合せ　地域福祉課　31－1294

　この事業は、名古屋造形大学高橋伸行教授（やさしい美術作戦ディレクター）のご協力をいただきな
がら、職員や利用者のみならず、地域の方々を巻き込みながら取り組んでおります。　
　24年度は、森をつくる折り紙「Morigami」や「ぬくもり祭」において、利用者さんが書かれた「屋
号」をモビールにして展示を行った他、書道パフォーマンス（ぬくとい）を行いました。これらの取り
組みにより、施設の雰囲気が明るくなり、職員や利用者の意識が向上しました。25年度は、「見つ
けてうれしい作品」や「五感がよろこぶワークショップ」を行います。

美術を通して、地域に
開かれた「ぬくもりの
里」を目指しています。

　多様化する家庭や地域の課題の解決に向けて、“支え合い”を基本概念に、「住民主体の福祉コミュ
ニティづくり」へ向けた事業展開を行ないました。

○ 地域福祉の推進

　地域住民や他の相談機関から頼りにされる相談窓口として、支援の必要な方々の自立支援と権利擁
護のため、担当職員の増員や各種サービスの連携により福祉総合相談窓口としての機能強化を図りま
した。

○ 相談・支援体制の充実

　介護保険法、障害者自立支援法の改正に伴う関係事業のサービス提供時間の変更や体制整備を行い、
質の高いサービス提供で利用者やその家族へ安心と満足をお届けしました。また、将来の福祉の担い
手である若年層と中山間地域における福祉人材の育成に努めました。

○ 在宅福祉サービスの充実

補助金・受託金

介護保険事業

自立支援法等
収入

利用料
共同募金
配分金

会費

負担金

寄附金
事業収入
貸付事業等
雑収入
前期末支払資金残高

643,737

568,443

177,156

7,593

45,421

27,987

10,730

8,012
7,812
5,114
69,924
560,976

2,132,905

市・県社協からの補助
金・委託金

介護報酬収入、利用者
負担金収入等

自立支援法事業利用料
収入等

利用者負担金

共同募金の配分金

世帯会費、法人会費等

市負担金・日赤負担金等

一般寄付金、指定寄付金
事業利用料・作業収入等
貸付償還金収入
受取利息収入等
前年度からの繰越金

決算額区　分

計

【地域福祉活動計画策定委員】　　　１５名

説　　明

法人運営事業

地域福祉の
ために

在宅福祉の
ために

施設管理運営

資金貸付事業

介護保険事業

自立支援法事業

※単位：千円（千円未満の端数は切り捨て）
※内部の資金移動分を除く
※収支差額は次年度に繰り越す

185,766

78,375

234,425

350,608

9,783

556,268

171,610

1,586,835

法人運営、支所運営

自治区福祉活動助成、ボラ
ンティア活動支援、相談、
福祉人材育成事業の実施
車椅子貸出、権利擁護、
精神障がい者作業所、
ふれあい通所、にこに
こ倶楽部等事業の実施
各施設の管理運営
生活福祉資金、
ひまわり資金貸付事業
【高齢者】ホームヘルプ、
デイサービス事業等
【障がい者】ホームヘルプ、
デイサービス事業等

決算額区　分

計

説　　明

社協旭支所独自事業のご紹
介

　ぬくもりの里やさしい美
術作戦

社協旭支所独自事業のご紹
介

　ぬくもりの里やさしい美
術作戦

屋号のモビールと書道パフォーマンスの「ぬくとい」
「Morigami」（もりがみ）

利用者の方や地域の方が楽しく折られました。

井　木　　徹　（豊田厚生地域包括支援センター）
今　井　弘　明（豊田市役所市民福祉部）
岩　月　　章　（豊田市教育委員会）
上野谷　加代子（学識経験者）
尾　崎　宗太郎（豊田市高年大学同窓会）
小　山　克　弘（あいち豊田農業協同組合）
近　藤　正　臣（社協旭支所推進委員会）
阪　野　　貢　（学識経験者）

瀧　澤　　徹　（豊田市民生委員児童委員協議会）
竹之内　　勲　（地域ボランティア五えんの会）
竹　中　勘　次（若林地区コミュニティ会議福祉部会）
鳴　釜　芳　明（連合愛知豊田地域協議会）
藤　原　ますみ（ＮＰＯ法人ワーワー）
古　川　利　孝（豊田市区長会）
山　村　史　子（市民代表）
　　　　　　　　　　　　　※五十音順（敬称略）

問合せ　68－3890
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車椅子貸出、権利擁護、
精神障がい者作業所、
ふれあい通所、にこに
こ倶楽部等事業の実施
各施設の管理運営
生活福祉資金、
ひまわり資金貸付事業
【高齢者】ホームヘルプ、
デイサービス事業等
【障がい者】ホームヘルプ、
デイサービス事業等

決算額区　分

計

説　　明

社協旭支所独自事業のご紹
介

　ぬくもりの里やさしい美
術作戦

社協旭支所独自事業のご紹
介

　ぬくもりの里やさしい美
術作戦

屋号のモビールと書道パフォーマンスの「ぬくとい」
「Morigami」（もりがみ）

利用者の方や地域の方が楽しく折られました。

井　木　　徹　（豊田厚生地域包括支援センター）
今　井　弘　明（豊田市役所市民福祉部）
岩　月　　章　（豊田市教育委員会）
上野谷　加代子（学識経験者）
尾　崎　宗太郎（豊田市高年大学同窓会）
小　山　克　弘（あいち豊田農業協同組合）
近　藤　正　臣（社協旭支所推進委員会）
阪　野　　貢　（学識経験者）

瀧　澤　　徹　（豊田市民生委員児童委員協議会）
竹之内　　勲　（地域ボランティア五えんの会）
竹　中　勘　次（若林地区コミュニティ会議福祉部会）
鳴　釜　芳　明（連合愛知豊田地域協議会）
藤　原　ますみ（ＮＰＯ法人ワーワー）
古　川　利　孝（豊田市区長会）
山　村　史　子（市民代表）
　　　　　　　　　　　　　※五十音順（敬称略）

問合せ　68－3890
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社会福祉法人

豊田市社会福祉協議会
〒471－0877
愛知県豊田市錦町1－1－1
TEL（0565）34－1131
http://toyota-shakyo.jp/

WELFARE  INFORMATION

思いやり　いつでもどこでも　誰にでも

　この運動は昭和22年から続いており、豊田市では今年も区長さんや組長さんのご協力をいただいて赤い羽根募
金と歳末助け合い募金を同時に募集させていただきます。 
　お寄せいただいた募金は、高齢者の福祉・児童の福祉・障がいのある方の福祉・地域の福祉のために使われます。 
　皆様のあたたかいご協力をよろしくお願いします。

豊田市社会福祉協議会の理念・経営方針
理　念

経営方針

 私たちは、地域住民と協働して社会福祉事業を進め、子供から高齢者まですべての人々がと
もに助け合い、安全で安心して暮らすことができるぬくもりのあるまちづくりをめざします。

⑴福祉関係者との連携を密にし、積極的に地域福祉を推進します。
⑵愛と思いやりをもって質の高い福祉サービスを提供します。
⑶住民（会員）の期待に応えられるよう提案型の事業経営を行います。

４ 平成25年10月 ※とよた社協だよりの発行には社協会費・共同募金配分金が使われています。

赤い羽根募金・歳末助け合い募金にご協力お願いします

ありがとうございます（平成25年４月1日～６月3０日までの寄付者一覧）この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。ありがとうございます（平成25年４月1日～６月3０日までの寄付者一覧）この他にも匿名で多くのご寄付をいただきました。
順不同、敬称略。掲載名は寄付者の意向に準拠。
≪市社会福祉協議会への寄付≫
　簗瀬国男、玉越、ジェイ･ピー、財団法人あすて花水木の会、豊田柴田工業松田一雄、タイマッサージはっとん、
岡本修司、丸一商店お客様一同、チャリティーひよこの会、セウチダンススクール、沙和花、豊田シルバー・レ
ク・フォークダンスの会、暮らしの手作り工房ちゃるま

≪豊田善意銀行への寄付≫
　永田歌謡教室、野見山住人、高年大学第三期文化工芸学科クラス会、丸和電子化学黄レンジャーサークル、すま
いる演歌同好会

≪東日本大震災義援金への協力≫
　青木自治区ふれあい花見の会、豊田市高年大学11期生、茶菓クラブ代表池田隆夫、丸普窯業原料有限会社、戸
田粋子、ふれんどしょっぷれいく、ナースリーハウス、東田自治区、豊田市介護サービス機関連絡協議会、大畑
小学校、トヨタ自動車株式会社HUREAI活動本部、岩瀬歌謡教室

＊ご協力は強制ではありませんが、募金活動の本旨にご理解を賜り、ご協力をお願いします。
＊ご協力いただいた募金の内、2,000円を超える（2,001円以上）寄付金は控除の対象となり、「領収書」により税制上の優遇措置
　（所得税の寄付金控除、個人住民税の寄付金控除）を受けることができます。（詳細は国税庁などにご確認ください）。
＊領収書をご希望の方は、事前に事務局までお問い合わせください。（事務局：34－1131）

H24年度の赤い羽根　街頭募金の様子

赤い羽根募金は誰でも参加できる《福祉参加の機会》です。

募集期間　10月１日～12月31日

平成24年度　赤い羽根共同募金実績

＜募金の使い道＞
●心配ごと相談事業
●福祉健康フェスティバル
　の開催
●ボランティア事業

●長寿祝事業
●消火具支給事業
●生活困窮世帯の支援　など

一般募金実績額…29,554,434円　歳末募金実績額…10,794,240円
ご協力ありがとうございました。

40,348,674円

地域ふれあいサロン活動展を開催します！地域ふれあいサロン活動展を開催します！
◆日　時　平成25年12月14日（土）午前９時30分～午後４時30分

12月15日（日）午前９時30分～午後３時00分
◆場　所　豊田市福祉センター  ４階　41・42会議室
ふれあいサロン参加者による作品や活動の様子の写真等の展示をします。
どなたでもご自由にご覧いただけます。お気軽にご来場ください。
各日、午後１時30分～２時30分の間で「ミニ講座」を開催予定です。
◆問合せ　地域福祉課　31－1294

＜地域ふれあいサロン（地域ふれあい通所事業）＞
住み慣れた地域で、住民が互いに支え合いながらいつまでも
健やかに、安心して暮らしていくことを目的としています。

相談事業（結婚相談、法律・心配ごと相談）のご紹介相談事業（結婚相談、法律・心配ごと相談）のご紹介

初婚・再婚を問わず、結婚相手を求めている方へ出会いの場を提供しています。
相談登録及び紹介は無料です。相談内容の秘密は厳守します。
・相談日時　毎週火・木・土曜日
　午前10時～午後４時（ただし、年末年始・祝日はお休みです）。
・問 合 せ　34－2515

○ 結婚相談

○ 法律・心配ごと相談

東日本大震災義援金実績（平成25年6月30日現在）金額：130,864,270円

日常の悩みや法律に関係する相談を行っています。

・相談費用は無料です。相談内容については秘密を厳守します。
・法律相談にあたっては、参考資料を持参してください。

相談日時

相 談 員

申 込 み

毎週火・金曜日、毎月第２土曜日
午後１時00分～午後４時00分
専門相談員・保護司・民生委員
相談日当日に来所または電話での相談可
直通電話31－9671
※相談日開所時のみ通話可

毎月第１・第４木曜日､第３土曜日
午後１時00分～午後４時00分
弁護士
予約制（電話34－1131）
定員１日：５名（先着順）
毎月20日以降に翌月分の申込み受付実施

法　　律　　相　　談心　配　ご　と　相　談


